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　春は、子供の進級や進学のシーズンです。夢や希望を

もって新たな環境へ一歩を踏み出し、少し経った時期の

子供への関わりについて、紹介をさせていただきます。

　まず、大切にして欲しいのは「子供の変化への気づ

き」です。多くの子供たちは、期待と不安を抱き、緊張し

ながら頑張っています。朝、家を出るときや帰宅したと

きの様子や声、夕食時の会話などから子供の変化に気

づき、その良し悪しを見極めてください。良い変化であ

ればすぐに声をかけ、気になる変化であれば少し様子を

見て、タイミングを見計らい話を聴いてあげましょう。そ

の際に心がけておいて欲しいのは「子供の話を最後ま

で聴く」ということです。

　子供たちは、頑張りすぎると心のバランスを崩すこと

があります。そんな時は誰かに思いを伝えようとします。

日々の忙しさのあまりに子供の話を最後まで聴くことが

困難な状況になることがあるかもしれませんが、話を途

中で遮ってしまうと子供は消化不良を起こしてしまい、

心が不安定のままになってしまいます。保護者の方にも

頑張ってほしいポイントです。

　次に、「俯瞰的な視点を持つこと」です。子供の成長

を願っていない親はいません。しかしながら、時として、

その思いが強すぎて、子供の失敗やできていないことば

かりが気になって指摘してしまうことがあります。「頑

張っていない子供はいない。少し頑張り方を間違えただ

け」という視点をもち、木の

上に立って周りの景色を見

渡すように、少しゆったりと

した気持ちで子供の成長を

見守ってほしいと思います。

　 親 は子 供 の「良き理 解

者」であってほしいと願って

います。親といえども子供の

すべてを把握して理解する

ことは困難です。特に、思春

期の子供の気持ちはとても複雑です。様々な人と出会い、

いろんな価値観に触れることで自分を見つめ、自立して

いきます。時には友人関係で悩んだり、学習で躓いたり

することもあります。そんな時には親や先生に相談する

ことで新たな視点を持ち、考える力や困難を乗り越える

力をつけていきます。しかし、子供は親に心配をかけま

いとして相談を躊躇することもあります。日頃から温か

い言葉のシャワーをかけてあげておくことが大切です。

　最後にお願いしたい

のは「子育てを楽しむこ

と」です。子供の成長は

思った以上に早いもの

です。つい、きょうだい

や近所の子供と比較し

て、焦ったり苛立ったり

することがあるかもし

れませんが、つらい時こ

そ笑顔で子供と向き合

い、周囲の協力を得な

がら子育てを楽しんで

子供の成長を喜んでほ

しいと願っています。そ

れが親の特権ですから。

（学校保健安全課）
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○○ みやハグ ( 西宮市子育てアプリ) ○○

　『お子様に身に付けさせたい“力”は何ですか？』

と聞かれたら皆さんは、何と答えますか？

「学力」「コミュニケーション能力」「粘り強さ」…etc

将来、子供たちが社会に出て自分の力で生きていくた

めには、どれも大切な力ですよね。子供たちは、学校

やご家庭などのあらゆる場面で、きっと様々な力を日々

身に付けていることと思います。

　しかしながら、近年、子供たちのコミュニケーショ

ン能力の低下や協調性、社会性の欠如を危惧する声を

よく耳にします。ＩＴ技術の進歩により便利な社会に

なってきた一方で、会話をしなくても生活ができる世

の中は、子供たちに身に付けてあげたい“力”が逆に

身に付け難くなってきているのかも知れません。

　現在、市と教育委員会では学校施設等を活用して放

課後の遊び場や学びの場を提供する「子供の居場所づ

くり事業」の拡充を進めています。私はこの事業を進

める上で、ただ子供たちが安心して遊べることだけで

なく、児童期に必要な育ちにつながる要素を大切にし

たいと思っています。既に取り組んでいる学校では、

異学年や集団での遊びにつながるように遊び道具の貸

出しを行っており、また子供たちを見守る地域の大人

たちが必要に応じて声かけをしています。その結果、

学年の違う子同士でも上手く遊べる子が増えるなど、

様々な成長を見せてくれています。子供たちは遊びや

学びに取り組む中で、ケガや喧嘩のほか、時には叱ら

れたり褒められたり様々な失敗や成功体験を通して、

いろんな力を身に付けているようです。

　放課後は１日の中で僅かな時間かもしれませんが、

豊かな遊びや関わり合いを通して、子供たちには、こ

れからも大切な“力”をたくさん身に付けてもらいた

いと願っています。
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西宮市教育委員会 放課後事業課　課長

 “みやハグ”は妊娠期から就学前の子供がいる子育て世代を対象にした子育てに便利なスマートフォン

向けアプリです。西宮市での子育てで「知りたい」「欲しい」情報をアプリに集約し、リアルタイムに

提供します。

　配信される情報は

　　▽手続きや支援サポートを簡単に検索できる子育てガイド

　　▽親子で楽しめるイベントやおでかけ情報

　　▽公園や子供を連れていける施設を検索できるスポットナビ

などです。他にも当直医を検索できたり、予防接種の簡単管理、参加したい

イベントをお気に入り登録すれば、通知も受け取れます。ぜひ“みやハグ”

をご利用ください。

　市のホームページ（トップページ「みやハグ」）に、アプリの使い方やメ

ニュー、ダウンロード方法など詳しく掲載しています。

　App Store　Google Play で「みやハグ」と検索してください。

【問合せ】子育て総合センター（0798−39−1521）

　教職員が心身ともに健康で子供とじっくり向き合う時間を確保するために、兵庫県教育委員会の推進

プランに基づき、勤務時間の適正化に向け、各校園で『教職員定時退勤日』、中学校・高等学校で『ノー

部活デー』等を設定しております。保護者、地域の皆さんのご理解をよろしくお願いします。（教育職員課）

教職員が子供たちと向き合う教育環境づくりのために･･･

　平成23年に西宮市家庭教育振興市民会議が新たに提唱した家庭教育の「５つの実践目標」を

テーマとして、家庭教育振興市民会議の委員

や家庭教育関係者などに自身の体験や思い

を投稿していただくリレーコラム。

　今号は、５つの実践目標の中から「外に

出よう　元気に遊んで　友だちいっぱい」

をテーマに、「放課後事業課長の中尾 篤也

さん」にお話いただきました。
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・育てよう　優しい心と　がんばる力

・声かけよう　おはよう　ありがとう　ごめんなさい

・見守ろう　よその子　我が子　区別なく

・習慣づけよう　早寝　早起き　朝ごはん

・外に出よう　元気に遊んで　友だちいっぱい
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